
【
3
月
】

11
日　

被
災
地
へ
緊
急
消
防
援
助

隊
出
発

　
　
　
（
14
・
18
・
22
・
26
・
30
日
、

4
月
3
・
7
・
11
・
15
日
）

14
日
・
被
災
地
支
援
検
討
会
議

（
15
・
16
・
17
・
18
・
22
・

28
日
、
4
月
12
日
）

　
　

・
被
災
地
支
援
隊
出
発（
17
・

18
・
21
・
22
日
、4
月
8
・

11
・
15
日
）

16
日　

被
災
地
へ
物
資
輸
送
隊
出

発（
19
・
24
・
27
日
）

30
日　

鳥
居
橋
完
成
式

【
4
月
】

1
日　

こ
う
の
と
り
ス
タ
ジ
ア
ム

　
　
　

ス
コ
ア
ボ
ー
ド
改
修
記
念

　
　
　

点
灯
式

2
日
・
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
市

内
周
遊
バ
ス
運
行
開
始
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

　
　

・「
出
石
鶴
山
史
跡
の
散
歩

道
」完
成
式

6
日　

今
季
初
の
放
鳥
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
ヒ
ナ
3
羽
確
認

11
日
・
出
石
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

竣
工
記
念
式

　
　

・
東
日
本
大
震
災
か
ら
1
カ

月
追
悼
行
事

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
に
対
し
、
迅
速
な
被
災
地

支
援
を
行
う
た
め
、
14
日
に
被
災

地
支
援
検
討
会
議
を
開
催
し
ま
し

た（
4
月
15
日
現
在
8
回
開
催
）。

　

こ
の
会
議
で
の
協
議
を
受
け
、

被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
や
物
資
支

援
な
ど
、
市
独
自
の
支
援
対
策
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

消
防
本
部
か
ら
は
、
緊
急
消
防

援
助
隊
と
し
て
3
月
11
日
か
ら
捜

索
活
動
な
ど
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

■
4
月
15
日
現
在
の
支
援
の
状
況

○
支
援
先

・
岩
手
県
宮
古
市
、
陸
前
高
田
市

・
宮
城
県
大
崎
市
、
美
里
町
、
南

　

三
陸
町
、
山
元
町

・
福
島
県
相
馬
市

・
茨
城
県
笠
間
市

・
新
潟
県
三
条
市

○
人
的
支
援
…
延
べ
7
0
0
人

　

廃
棄
物
処
理
支
援
、
給
水
支
援
、

　

物
資
仕
分
・
搬
送
支
援
、
保
健

　

衛
生
支
援
、
緊
急
消
防
援
助
隊

○
そ
の
他

　

義
援
金
の
募
集
や
市
営
住
宅
な

　

ど
へ
の
被
災
者
の
受
入
支
援

■
主
な
物
的
支
援
…
市
民
や
団
体
、

企
業
な
ど
か
ら
義
援
金
や
物
資
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
燃
料（
軽
油
、
灯
油
）

・
食
料（
缶
詰
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水
、

米
、カ
ッ
プ
麺
、パ
ン
、
粉
ミ
ル

ク
、
離
乳
食
な
ど
）

・
衛
生
用
品
な
ど（
紙
お
む
つ
、

生
理
用
品
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
、ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、

消
毒
液
、マ
ス
ク
、
歯
ブ
ラ
シ
、

タ
オ
ル
な
ど
）

・
そ
の
他（
ス
ト
ー
ブ
、
自
転
車
、

ラ
ン
ド
セ
ル
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ

ク
、
手
提
げ
か
ば
ん
、
ヘ
ル
メ

ッ
ト
、ブ
ル
ー
シ
ー
ト
、ポ
リ
タ

ン
ク
、
軍
手
、
雨
具
、
乾
電
池
、

哺
乳
瓶
な
ど
）

■
当
面
の
支
援　

緊
急
消
防
援
助

隊
の
ほ
か
、
次
の
支
援
を
継
続

・
県（
関
西
広
域
連
合
）
要
請
に

よ
る
南
三
陸
町
へ
の
支
援

・
日
本
水
道
協
会
兵
庫
県
支
部
要

請
に
よ
る
陸
前
高
田
市
へ
の
給

水
支
援

　

3
月
30
日
、
円
山
川
激
甚
災
害

対
策
特
別
緊
急
事
業
に
併
せ
、平
成

17
年
度
か
ら
着
工
し
て
い
た「
鳥

居
橋
」の
完
成
式（
国
道
4
8
2
号

鳥
居
橋
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
主

催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

完
成
式
に
は
、
関
係
機
関
や
地

元
住
民
な
ど
約
1
5
0
人
が
参
加

し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
子
ど

も
だ
ん
じ
り
、
三
世
代
家
族
な
ど

の
渡
り
初
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

橋
の
完
成
に
よ
り
、
さ
ら
な
る

利
便
性
の
向
上
や
地
域
経
済
・
文

化
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

〜
安
全
・
安
心
・
利
便
性
の
確
保
〜

地
域
住
民
念
願
の「
鳥
居
橋
」が
完
成

〜
必
要
な
支
援
を
早
く
、息
長
く
〜

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
へ
の
支
援

▲親鳥の足元から顔をのぞかせたヒナ
▲完成した鳥居橋

　

4
月
6
日
、
市
立
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ

の
戸
島
湿
地
内
の
人
工
巣
塔
で
、

今
季
第
1
号
の
コ
ウ
ノ
ト
ト
リ
の

ヒ
ナ
の
ふ
化
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ペ
ア（
オ

ス
J
0
3
9
1
、
メ
ス
J
0
2
9 

4
）は
、
平
成
20
年
以
降
、
毎
年

同
地
で
営
巣
し
、
こ
れ
ま
で
に
7

羽
の
幼
鳥
を
巣
立
た
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
湿
地
ネ

ッ
ト
と
市
の
職
員
が
巣
塔
の
裏
山

に
登
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
コ
ー
プ

で
観
察
し
て
、
3
羽
の
ヒ
ナ
を
確

認
し
ま
し
た
。（
そ
の
後
2
羽
に
）

　

ま
た
、
百ゆ

合る

地じ

人
工
巣
塔
、
野の

上じ
ょ
う

人
工
巣
塔
な
ど
で
も
産
卵
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も

吉
報
が
期
待
で
き
ま
す
。

〜
届
け
、い
の
ち
の
産
声
〜

今
年
初
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
ヒ
ナ
誕
生
！
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大
変
な
事
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

今
回
の
大
地
震
で
た
く
さ
ん
の
も

の
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
4
月

上
旬
時
点
で
、
死
者
・
行
方
不
明

者
の
数
が
2
万
8
千
を
超
え
る
と

の
報
道
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
大

変
な
数
字
で
す
。
数
字
は
決
定
的

に
重
要
で
す
。
不
幸
は
少
な
い
ほ

う
が
い
い
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
何
人
亡
く
な
ら
れ
た
か
、

逆
に
言
う
と
何
人
生
き
残
る
こ
と

が
で
き
た
の
か
が
、
そ
の
地
域
の

再
び
立
ち
上
が
る
力
を
大
き
く
左

右
し
ま
す
。
厳
し
い
現
実
で
す
。

　

し
か
し
、
実
は
、
2
万
8
千
の

死
・
行
方
不
明
と
い
う
も
の
は
存

在
し
ま
せ
ん
。
存
在
す
る
の
は
、

2
万
8
千
人
の
、
一
人
ひ
と
り
の

死
、
一
人
ひ
と
り
の
行
方
不
明
で

す
。
そ
の
一
人
ひ
と
り
に
大
切
な

命
が
あ
り
、
か
け
が
え
の
な
い
夢

が
あ
り
、
愛
す
る
家
族
や
恋
人
が

い
た
は
ず
で
す
。
そ
の
一
人
ひ
と

り
の
命
が
失
わ
れ
、
一
人
ひ
と
り

の
安
否
が
不
明
で
あ
り
、
さ
ら
に
、

残
さ
れ
た
方
一
人
ひ
と
り
の
悲
し

み
と
苦
し
み
が
あ
る
、
そ
の
こ
と

に
思
い
を
は
せ
て
初
め
て
、
私
た

ち
は
2
万
8
千
と
い
う
数
字
の
恐

ろ
し
さ
を
実
感
で
き
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　

失
わ
れ
た
も
う
一
つ
の
大
切
な

も
の
。そ
れ
は
、人
々
の
日
常
、
見

慣
れ
た
風
景
で
す
。
朝
起
き
て
家

族
で「
お
は
よ
う
」と
あ
い
さ
つ
し
、

朝
ご
は
ん
を
食
べ
、「
行
っ
て
き
ま

す
」と
言
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
家
を
出

る
。
夕
方
に
な
っ
て「
た
だ
い
ま
」

と
言
っ
て
帰
っ
て
き
て
、
夕
食
を

食
べ
、
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
た
わ

い
も
な
い
話
を
し
て
、「
お
や
す

み
」と
言
っ
て
眠
る
。
そ
の
何
の

変
哲
も
な
い
平
凡
な
日
常
が
失
わ

れ
た
時
、
人
々
が
ど
れ
く
ら
い
苦

し
む
か
、
台
風
23
号
を
経
験
し
た

私
た
ち
は
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
底
の
中
か
ら
、
被
災
地

の
人
々
の「
失
わ
れ
た
大
切
な
も

の
を
取
り
戻
す
」果
て
し
な
い
作

業
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
豊
岡

は
、
息
の
長

い
、
心
の
こ

も
っ
た
支
援

を
市
民
の
皆

様
と
力
を
合

わ
せ
て
続
け

て
ま
い
り
ま

す
。

失
わ
れ
た
も
の

42

　

4
月
1
日
、
こ
う
の
と
り
ス
タ

ジ
ア
ム
の
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
の
改
修

を
記
念
し
、
点
灯
式
を
行
い
ま
し

た
。

　

同
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、
市
民
の
利

用
だ
け
で
な
く
、
但
馬
唯
一
の
兵

庫
県
高
等
学
校
野
球
連
盟
公

認
球
場
と
し
て
公
式
大
会
や

関
西
独
立
リ
ー
グ
な
ど
の
大

会
が
開
催
さ
れ
る
但
馬
地
域

の
中
心
的
な
野
球
場
で
す
。

　

改
修
で
は
、
手
書
き
の
ス

コ
ア
ボ
ー
ド
を
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
考
え
た
3
色
Ｌエ
ル

Ｅイ
ー

Ｄデ
ィ
ー

の
表
示

ユ
ニ
ッ
ト
に
取
り
替
え
、
画
像
を

表
示
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
球
場
か
ら
、

素
晴
ら
し
い
選
手
が
生
ま
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

　

市
の
魅
力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
や
観
光
ス
ポ
ッ

ト
な
ど
の
写
真
を
素
材
と
し
て
自

由
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
Ｗウ

Ｅェ

Ｂブ

サ
イ
ト「
豊
岡
市
フ
ォ
ト
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
」（
1
0
0
6
枚
登
録
）

を
開
設
し
ま
し
た
。

○
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

　

http://w
w
w
5.city.
toyooka.lg.jp

　

市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
雑

誌
編
集
者
や
ブ
ロ
ガ
ー
な
ど
の
皆

さ
ん
に
写
真
を
使
っ

て
い
た
だ
き
、
全
国

へ
の
豊
岡
の
魅
力
発

信
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

目
的
の
写
真
が
、

ジ
ャ
ン
ル
や
キ
ー
ワ

ー
ド
で
検
索
で
き
、

人
気
の
あ
る
写
真
や

最
近
登
録
さ
れ
た
写

真
が
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

に
表
示
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
の
と
り
ス
タ
ジ
ア
ム
ス
コ
ア
ボ
ー
ド

改
修
記
念
点
灯
式
開
催

〜
お
気
に
入
り
の
写
真
が
き
っ
と
見
つ
か
る
は
ず
〜

豊
岡
市
フ
ォ
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
開
設
！

▲ピッチャー｢玄さん｣バ
ッター中川副市長

　

4
月
11
日
、出
石
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー（
市
立
出
石
隣
保
館
）の
改
修

が
終
わ
り
、竣
工
記
念
式
典
を
開
催

し
ま
し

た
。こ
れ

に
よ
り
、

よ
り
快

適
な
集

い
・
交

流
空
間

が
整
備

で
き
ま

し
た
。

出
石
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

改
修
竣
工
記
念
式
開
催
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